
　

倉
吉
市
学
校
教
育
審
議
会
は
、
２

月
21
日（
火
）、
こ
れ
ま
で
検
討
を
重

ね
て
き
た
学
校
・
学
級
の
適
正
規
模

に
つ
い
て
、
市
教
育
委
員
会
に
答
申

し
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

切せ

っ

さ

た

く

ま

磋
琢
磨
し
て
成
長
す
る
に
は「
１

学
級
に
少
な
く
と
も
20
人
の
児
童
生

徒
が
必
要
」
と
い
う
基
準
を
大
前
提

と
し
て
、
現
在
の
小
学
校
14
校
を
統

廃
合
し
、
８
〜
９
校
に
再
編
成
す
る

３
つ
の
案
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
今
、
学
校
再
編
の
検
討
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

過
疎
化
や
少
子
化
の
進
展
で
児
童

生
徒
数
は
年
々
減
少
し
、
ほ
と
ん
ど

の
学
校
が
小
規
模
化
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
一
方
で
は
、
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
教
育
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
い
く
中
で
、
よ
り
よ
い
教

育
環
境
を
整
備
し
、
魅
力
と
活
力
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

倉
吉
市
の
将
来
を
担
っ
て
い
く
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
今
後
ど
の
よ

う
な
学
校
が
必
要
な
の
か
―
。

　

今
回
は
答
申
の
内
容
と
、
そ
の
経

過
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問学校教育課（あ２２―８１６６／い２２―１６３８）

未来を担う

子どもたちのために―子どもたちのために―
～倉吉市立小・中学校の適正配置～

未来を担う
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【倉吉市小学校児童数集計表】
平成２３年５月１日現在（学校基本調査より）

学　校

学年別児童数（人） 合計

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
児童数
（人）

学級数（組）

通常
特別
支援

西郷小 ４５ ４２ ４２ ４２ ４５ ５１ ２６７ １２ １

河北小 ８６ ６５ ５８ ６０ ６６ ６８ ４０３ １４ ４

明倫小 ２２ ２５ ２６ ２７ ３１ ３５ １６６ ６ ２

成徳小 ２７ ２５ ２０ ２５ ２３ ２７ １４７ ６ ２

上灘小 ４３ ４６ ５０ ４２ ４７ ５９ ２８７ １２ ２

小鴨小 ６４ ６２ ５７ ７７ ６７ ６０ ３８７ １４ ２

上小鴨小 １３ １１ １７ ２１ １４ ８ ８４ ６ ２

広瀬分校 １ ２ ３ ２ ０

北谷小 ７ ５ ９ ９ １０ １３ ５３ ６ １

高城小 １９ ９ １０ １０ ２３ １５ ８６ ６ ２

河来見分校 ０ ０ ０

社小 ５０ ６１ ５８ ５２ ６１ ５９ ３４１ １３ ３

灘手小 ７ ９ ８ ９ ７ ６ ４６ ６ ０

上北条小 ２９ １９ ２６ ２１ ２５ ２６ １４６ ６ ３

関金小 ２０ ２１ ２７ ２７ １９ ２３ １３７ ６ ２

山守小 ３ ７ ５ ８ ９ ９ ４１ ６ １

４３６４０９４１３４３０４４７４５９２，５９４ １２１ ２７

教
育
基
本
法
の
改
正
と「
倉

吉
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」

０１
　

日
本
の
教
育
の
基
盤
と
も
い
え
る

「
教
育
基
本
法
」
は
、
社
会
状
況
の
変

化
を
受
け
て
平
成
18
年
に
改
正
さ
れ
、

新
し
い
時
代
の
教
育
の
基
本
理
念
を

明
示
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
教
育

の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の「
教

育
振
興
基
本
計
画
」の
策
定
が
規
定
さ

れ
、
平
成
20
年
に
国
の
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

倉
吉
市
で
は
、
倉
吉
の
教
育
の
あ

り
方
に
つ
い
て「
明
日
の
倉
吉
を
考
え

る
委
員
会
」で
議
論
し
、
平
成
22
年
３

月
25
日
に
、
教
育
理
念
・
教
育
内
容

な
ど
６
つ
の
柱
と
13
項
目
か
ら
な
る

「
明
日
の
倉
吉
の
教
育
を
考
え
る
委
員

会
提
言
」が
教
育
委
員
会
に
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

倉
吉
市
学
校
教
育
審
議
会
は
、
平

成
22
年
５
月
27
日
に
教
育
委
員
会
か

ら
諮
問
を
受
け
、
平
成
23
年
２
月
24

日
に「
倉
吉
市
教
育
振
興
基
本
計
画
の

学
校
教
育
に
関
わ
る
内
容
」に
つ
い
て

答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
日
策
定
と
な
っ
た「
倉
吉
市
教
育

振
興
基
本
計
画
」
で
は
、「
学
校
・
学

級
の
適
正
規
模
、
校
区
の
再
編
を
含

め
た
校
区
の
あ
り
方
」に
つ
い
て
、
学

校
教
育
審
議
会
で
審
議
し
、
教
育
委

員
会
と
し
て
原
案
を
出
す
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
審
議
会
は
、「
明
日
の
倉

吉
の
教
育
を
考
え
る
委
員
会
提
言
」を

受
け
、
平
成
23
年
度
に「
倉
吉
市
立

小
・
中
学
校
の
学
校
・
学
級
の
適
正

規
模
や
適
正
配
置
に
つ
い
て
」審
議
を

行
い
、
こ
こ
に
答
申
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

【答申に至る経過】

・平成２０年１１月２８日

　「明日の倉吉の教育を考える委員会」を設置

　目　的： 本市の現状を確認し、本市の特色を活
い

かし

た教育をより一層推進するため。

・平成２２年２月２５日

　「明日の倉吉を考える委員会提言」

【提言の抜粋】

 本市学校教育の課題を６つの柱、１３項目として提言

６つの柱・倉吉の教育理念　　・家庭教育　　　

・幼児教育　　　　　・学校教育　　　

・地域の教育力　　　・倉吉教育実現のために

倉吉教育実現のために
（１２） 子どもたちが望ましい成長をするための学校・学

級の適正な規模についての検討を行うこと。

（１３）校区のあり方について検討を行うこと。

・ 切磋琢磨するのに適した集団（学習、遊び、スポーツ）

が２０人から３０人程度であることの検証を行う。

・地域に根ざす学校づくりに取り組む。

・ 校区の弾力的な運用、学校選択制のあり方に　

ついて検討する。

・平成２２年５月２７日

　 倉吉市教育委員会から倉吉市学校教育審議会

へ諮問

・平成２３年２月２４日　　

　前　期： 倉吉市教育振興基本計画の学校教

育にかかわる内容についての答申

・平成２４年２月２１日

　後　期： 倉吉市小・中学校の適正配置等につい

ての答申

倉
吉
市
立
小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

答
申
ま
で
の
経
過

のために

学校・学

と。

スポーツ）

を行う。

り方に　

議会

教

つい

▲「倉吉市教育振興基本計画」（3）平成 24.4



市
立
小
・
中
学
校
の
現
状

と
今
後
の
推
移
に
つ
い
て

０１（１）
児
童
・
生
徒
数
の
推
移　

　

　

倉
吉
市
の
児
童
数
は
、
平
成
10

年
度
か
ら
20
年
度
の
10
年
間
で
３
，

４
６
６
人
か
ら
２
，
７
７
２
人
と

６
９
４
人
減
少
し
、
平
成
23
年
度
現

在
２
，６
３
６
人
で
、
平
成
29
年
度
に

は
２
，４
８
５
人
に
な
り
ま
す
。
減
少

率
は
約
10
％
で
あ
り
、
児
童
数
の
減

少
は
今
後
と
も
こ
れ
以
上
の
減
少
率

で
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
推
移
す
れ
ば
、
10
年

後
の
平
成
33
年
に
は
約
２
，
４
０
０

人
に
、
20
年
後
の
平
成
43
年
に
は
約

２
，２
０
０
人
に
な
り
ま
す
。
児
童
数

１
０
０
人
未
満
の
小
学
校
は
８
校
と

な
り
、
児
童
数
は
さ
ら
に
減
少
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

※ 

下
グ
ラ
フ「
倉
吉
市
小
・
中
学
校
別
児
童

生
徒
数
推
移
・
推
計
」参
照

（2）
学
校
規
模

　

平
成
23
年
度
の
市
内
の
学
校
規
模

は
次
の
と
お
り
で
す（
分
類
は
、
旧
文

部
省
助
成
課
資
料「
こ
れ
か
ら
の
学
校

施
設
づ
く
り
」（
昭
和
59
年
）参
照
）。

①
適
正
規
模（
12
〜
18
学
級
）

 

小
学
校
は
５
校
、
中
学
校
は
２
校

②
小
規
模（
６
〜
11
学
級
）

 

小
学
校
は
６
校
、
中
学
校
は
１
校

③
過
小
規
模（
６
学
級
未
満
）

 
小
学
校
は
３
校
、
中
学
校
は
２
校

　

過
小
規
模
の
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

複
式
学
級（
２
つ
の
学
年
で
構
成
す
る

学
級
）解
消
の
た
め
の
教
員
配
置
が
行

わ
れ
、
実
際
に
は
６
学
級
の
学
校
と

し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
体
と
し
て
は
、
今
後
さ
ら

に
小
規
模
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り

ま
す
。学

校
規
模
に
起
因
す
る
利

点
・
課
題

０２
　

倉
吉
市
で
今
後
増
加
す
る
と
思
わ

れ
る
小
規
模
校
の
利
点
・
課
題
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（１）
利　

点

① 

子
ど
も
一
人
一
人
の
性
格
や
学
習

状
況
な
ど
が
把
握
で
き
、
個
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
指
導
が
で
き
る
。

② 

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
教
材
、
教
具
に

つ
い
て
、
子
ど
も
一
人
一
人
が
十

分
に
利
用
で
き
る
。

③ 

家
庭
状
況
ま
で
十
分
に
把
握
で
き
、

保
護
者
と
連
携
し
て
子
ど
も
の
教

育
が
で
き
る
。

④ 

職
員
会
議
な
ど
だ
け
で
な
く
情
報

交
換
が
ど
こ
で
も
行
わ
れ
、
教
職

員
間
の
意
思
疎
通
が
図
れ
る
。

⑤ 

地
域
と
強
い
結
び
つ
き
を
も
ち
、
地

域
の
子
ど
も
と
い
う
意
識
が
強
い
。

(2)
課　

題

① 

切せ

っ

さ

た

く

ま

磋
琢
磨
す
る
機
会
が
少
な
く
、

子
ど
も
の
競
争
心
や
向
上
心
、
社

会
性
を
育
て
に
く
い
。

② 

学
習
に
お
い
て
、
多
様
な
考
え
方

や
も
の
の
見
方
に
触
れ
る
機
会
が

少
な
い
。

③ 

球
技
、
合
奏
な
ど
の
集
団
で
行
う

活
動
が
難
し
い
。

④ 

入
学
か
ら
卒
業
ま
で
同
一
学
級
で

過
ご
す
こ
と
に
な
り
、
人
間
関
係

や
位
置
関
係
が
固
定
化
し
や
す
い
。

学
校
・
学
級
規
模
を
検
討

す
る
必
要
性

０３
　

先
の
項
目
を
踏
ま
え
、
次
の
観
点

か
ら
学
校
・
学
級
規
模
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

（１）
学
校
教
育
の
有
効
性
の
観
点
か
ら

① 

切
磋
琢
磨
す
る
の
に
適
し
た
集
団

（
学
習
、遊
び
、ス
ポ
ー
ツ
）と
し
て
、

あ
る
程
度
の
人
数
は
必
要
で
あ
る
。

② 

多
く
の
児
童
と
触
れ
合
う
機
会
が

多
く
な
り
、
人
に
も
ま
れ
て
成
長

す
る
こ
と
と
な
る
。
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2,000
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倉
吉
市
立
小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

答
申
（
抜
粋
）

【倉吉市小・中学校別児童生徒数推移・推計】
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【現在】
児童数

【再編案１】 【再編案２】 【再編案３】
H２３ H３３ H４３

①上北条 １４６ １５３ １６１①上北条 ①上北条 ①上北条

②河北　 ４０３ ４４５ ４９０②河北 ②河北 ②河北

③西郷 ２６７ ２５１ ２３７③西郷 ③西郷 ③西郷

④上灘 ２８７ ２７７ ２６７④上灘 ④上灘 ④上灘

⑤成徳 １４７ １１０ ８２
⑤成徳＋明倫＋灘手
　（３５９→２３０→１５２）

⑤成徳＋明倫
　（３１３→１９６→１２７）

⑤成徳＋明倫
　（３１３→１９６→１２７）⑥明倫 １６６ ８６ ４５

⑦灘手 ４６ ３４ ２５ ⑥灘手＋社
　（３８７→２９４→２２３） ⑥灘手＋社＋北谷＋高城

　（５２６→４１１→３３４）
⑧社　 ３４１ ２６０ １９８⑥社

⑨北谷 ５３ ５２ ５１⑦北谷＋高城
　（１３９→１１７→１０１）

⑦北谷＋高城
　（１３９→１１７→１０１）⑩高城 ８６ ６５ ５０

⑪小鴨 ３８７ ４１８ ４５２⑧小鴨＋上小鴨Ａ
　（４４６→４８０→５１９）

⑧小鴨＋上小鴨Ａ
　（４４６→４８０→５１９）

⑦小鴨＋上小鴨Ａ
　（４４６→４８０→５１９）

⑫上小鴨
Ａ ５９ ６２ ６７

Ｂ ２８ ３０ ３１
⑨関金＋山守＋上小鴨Ｂ
　（２０６→１５４→１１８）

⑨関金＋山守＋上小鴨Ｂ
　（２０６→１５４→１１８）

⑧関金＋山守＋上小鴨Ｂ
　（２０６→１５４→１１８）

⑬関金　 １３７ １００ ７３

⑭山守　 ４１ ２４ １４

合　計 ２，５９４ ２，３６７ ２，２４２ ９校 ９校 ８校

備　考

※ 灘手地区児童は東中に進
学（定期バス利用）

● 成徳・明倫地区と灘手地区
が隣接していない。

● 北谷・高城の統合する校舎を
久米中校地に置く場合、校
舎の位置が校区外となる。

※ 灘手地区児童は久米中に
進学（スクールバス利用）

○ すべての校区が隣接した
状態となる。
● 北谷・高城の統合校舎を久
米中校地に置く場合、校舎
の位置が校区外となる。

※ 灘手地区児童は久米中に
進学（スクールバス利用）

○ すべての校区が隣接した
状態となる。

● 北谷・高城・灘手・社の統合
により社小の増築が必要
となる。

※（　）内は、統合後の児童数（H２３→H３３→H４３）
※上小鴨小Ａ＝上小鴨Ｂ以外、　上小鴨小Ｂ＝中田、生竹、仙隠、耳

※上小鴨小 H３３、H４３の児童数は、H２３の児童数割合を基に推測したものです。

◎小鴨小と上小鴨小の統合について： 現在、同じ西中学校に進学している。ただし、関金小学校の方が近い地域（上小鴨 B）もあり、
就学する小学校を選択する地域も考える必要がある。（参考※現在、中学校は西中と鴨川中
に分かれて進学する実態があり、小学校就学時から近い学校を考える）

③ 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
選
択
範
囲
が
広
く

な
り
、
学
校
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

(2)
市
財
政
上
の
観
点
か
ら

　

学
校
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

限
ら
れ
た
教
育
予
算
を
効
率
的
に
運

用
で
き
る
。

小
・
中
学
校
適
正
配
置
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

０４
　

本
審
議
会
で
は
、
小
・
中
学
校
の

適
正
配
置
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
、
次
の
５
項
目
に
ま
と

め
ま
し
た
。

（１）
学
級
規
模
に
関
す
る
基
準

　

１
学
級
に
少
な
く
と
も
20
人
の
児

童
生
徒
が
必
要
で
あ
る
。

(2)
学
校
規
模
に
関
す
る
基
準

① 

小
学
校

：

最
低
、
１
学
年
１
ク
ラ

ス
以
上
を
構
成
で
き
る
小
学
校（
６

学
級
以
上
）と
し
、
複
式
学
級
の
解

消
を
図
る
。

　

 　

適
正
化
す
べ
き
小
学
校
は
、
児

童
数
１
２
０
人
未
満（
１
学
級
児
童

数
20
〜
40
人（
35
人
）） 

② 

中
学
校

：

１
学
年
２
ク
ラ
ス
以
上

を
構
成
で
き
る
中
学
校（
６
学
級
以

上
）が
望
ま
し
い
。

　

 　

適
正
化
す
べ
き
中
学
校
は
、
１

学
年
２
ク
ラ
ス
未
満

③ 

小
学
校
、
中
学
校
と
も
１
学
年
複
数

学
級
が
望
ま
し
い
。
た
だ
し
、
本
市

の
場
合
は
、
状
況
に
応
じ
て
１
学
年

１
学
級
で
も
や
む
を
得
な
い
。

(3)
通
学
に
関
す
る
考
え
方（
省
略
）

(4) 
校
区
の
あ
り
方（
分
散
就
学
お
よ
び

分
散
進
学
）

① 

基
本
的
に
、
一
つ
の
地
区
公
民
館

の
対
象
区
が
、
一
つ
の
小
学
校
区

お
よ
び
中
学
校
区
に
含
ま
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

② 

通
学
距
離
、
通
学
方
法
な
ど
に
よ
り
、

一
つ
の
地
域
が
複
数
の
小
学
校
区
、

ま
た
は
中
学
校
区
に
就
学
、
お
よ
び

進
学
す
る
場
合
も
あ
る
。

③ 
通
学
距
離
、
通
学
方
法
な
ど
を
考

慮
し
、
学
校
選
択
地
域
を
設
定
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

(5)
地
域
と
の
関
係

① 

学
校
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
で
あ
る
た
め
、
地
域
特
性
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。

② 

地
域
と
連
携
し
た
教
育
活
動
を
行

う
こ
と
で
、
学
校
の
活
性
化
が
地

域
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
よ
う
な

環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

③ 

人
口
減
少
に
伴
い
、
地
域
の
捉
え
方

を
拡
大
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

④ 

市
民
は
自
治
公
民
館
、
あ
る
い
は

地
区
公
民
館
を
単
位
と
し
て
生
活

し
て
い
る
が
、
今
後
複
数
の
地
区

公
民
館
の
対
象
区
が
一
つ
の
小
学

校
区
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地

区
公
民
館
の
対
象
区
と
小
学
校
区

と
は
別
の
観
点
か
ら
考
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

０５学校適正配置の具体案

（１）小学校について

　本審議会では、小・中学校適正配置に関する基本的な考え方を基にして、

具体的な再編案について検討してきましたが、最終的には広く市民の意見を

聞くため、次の３つの案を提示することとしました。

(2) 中学校について（省略）

（5）平成 24.4



適
正
配
置
の
推
進
に
向
け
て

０６
　

今
後
の
適
正
配
置
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
十

分
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（１）
通
学
に
つ
い
て

・
遠
距
離
通
学
の
た
め
の
対
応　

　

・ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
ま
た
は
路
線
バ

ス
利
用
者
な
ど
の
バ
ス
代
補
助
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
乗
合
自
動
車

・ 

放
課
後
の
児
童
の
待
機
場
所
の
確

保
、
児
童
セ
ン
タ
ー
・
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
な
ど
の
充
実

・
冬
季
間
の
寄
宿
舎
利
用

(2)
地
域
に
つ
い
て

・ 

隣
接
区
域
に
お
け
る
学
校
選
択
制

の
検
討　

・ 

通
学
距
離
な
ど
を
考
慮
し
た
校
区

の
指
定

(3)
移
行
に
つ
い
て

・ 

移
行
に
当
た
っ
て
の
激
変
緩
和
措

置
な
ど
の
検
討

施
設
設
備
の
整
備
に
つ
い
て

０７
　

学
校
の
適
正
配
置
に
あ
た
っ
て
は
、

必
要
な
校
舎
、
体
育
館
な
ど
の
整
備

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

現
有
施
設
の
有
効
活
用
を
図
り
、

新
た
な
教
育
施
設
整
備
は
極
力
控
え

る
こ
と
と
し
ま
す
。

空
き
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

０８
　

現
在
利
用
し
て
い
る
学
校
の
施
設

が
、
適
正
配
置
後
に
空
き
施
設
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
の
活

用
に
つ
い
て
次
の
方
法
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
広
く
市
民
の
意

見
を
聞
き
、
十
分
検
討
し
た
上
で
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（１）
教
育
施
設
と
し
て
転
用　

　
　
　

地
区
公
民
館
、
体
験
型
社
会
教
育
施

設
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル　

(2)
民
間
・
団
体
利
用　

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
文
化
芸
術
団
体
、

産
業
振
興
の
た
め
の
施
設

(3)
解
体
撤
去　

　

今
後
の
計
画
の
推
進

０８
　

今
後
の
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
全
て
の
小
学
校
区
で
説
明
会
を

倉
吉
市
立
小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

答
申
（
抜
粋
）

　

倉
吉
の
学
校
教
育
に
は
、
１
０
０

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
小
学
校
区
が
今
の
状
態
に
定

ま
っ
て
か
ら
も
、
相
当
年
数
が
た
つ

も
の
ば
か
り
で
す
の
で
、
そ
れ
を
再

編
す
る
の
は
、
ま
さ
に
、
倉
吉
市
の

教
育
史
上
、「
１
０
０
年
の
計
」
に
な

る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
学
校
と
の

深
い
つ
な
が
り
と
長
い
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
地
域
と
密
接
な
つ
な
が
り
の

あ
る
学
校
の
統
合
を
検
討
す
る
こ
と

は
、
地
域
に
と
っ
て
大
変
重
大
な
問

題
で
あ
り
、
極
め
て
困
難
な
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
小
・
中
学
校
の
適
正
配
置

に
つ
い
て
学
校
教
育
審
議
会
か
ら
答

申
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
内
容
は
教

育
委
員
会
と
し
て
も
、
適
切
な
も
の

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
審
議
の
過
程
で
は
、
将
来

の
社
会
を
担
う
倉
吉
の
子
ど
も
た
ち

が
ど
の
よ
う
な
環
境
で
学
ん
で
い
く

の
が
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
大
事

に
し
な
が
ら
も
、
学
校
を
と
り
ま
く

地
域
の
方
々
の
学
校
に
対
す
る
熱
い

思
い
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
面
が
何

度
と
な
く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
答
申
は
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
各
小
学
校
区
で

説
明
会
を
開
催
し
、
話
し
合
う
こ
と

で
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
の
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

急
速
な
過
疎
・
少
子
化
と
い
う
時
代

の
流
れ
の
中
で
、
私
た
ち
は
避
け
て
通

る
こ
と
が
で
き
な
い
分
岐
点
に
立
っ
て

お
り
、
未
来
を
見
据
え
て
議
論
を
尽
く

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

福井 伸一郎　倉吉市教育長

過去の１００年から未来に目を向ける分岐点

０れ定つ再のなの

度
と
な
く
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
答
申
は
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
各
小
学
校
区
で

説
明
会
を
開
催
し
、
話
し
合
う
こ
と

で
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
の
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

急
速
な
過
疎
・
少
子
化
と
い
う
時
代

平成２３年度第５回倉吉市学校教育審議会
（１月１８日（水））
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開
催
し
、
広
く
市
民
の
意
見
を
聞
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
最
終
的
に
は
条

例
改
正
が
必
要
と
な
る
の
で
、
市
議

会
で
の
論
議
を
説
明
会
と
並
行
し
て

行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の
説
明
会
や
市
議
会
で
出

た
課
題
を
整
理
し
、
よ
り
よ
い
再
編

案
と
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
回
の
答
申
に
あ
た
っ
て
、
審
議

会
の
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、「
倉
吉
の

教
育
を
ど
う
充
実
さ
せ
る
か
」と
い
う

こ
と
を
相
当
の
時
間
と
熱
意
を
も
っ

て
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

答
申
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
の

段
階
で
も
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
当
然
」、「
や

む
を
え
な
い
」と
い
う
も
の
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
地
域
に
小
学
校
が

な
く
な
る
こ
と
に
難
色
を
示
す
意
見

も
あ
り
ま
す
。「
地
域
を
分
断
す
る
の

か
」と
言
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

倉
吉
市
全
体
を
み
て
、
今
後
の
教

育
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
立
場
か
ら
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
苦

労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
が
一

番
大
切
に
考
え
た
の
は
、「
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
ど
う
い
う
学
校
の
姿

が
一
番
望
ま
し
い
の
か
」と
い
う
こ
と

で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
成
長
す
る
中

で
、
同
年
齢
同
士
で
切
磋
琢
磨
し
あ

い
、
悩
み
な
が
ら
人
間
関
係
を
築
い

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
多
く
の

仲
間
の
中
で
、
自
分
の
得
意
な
も
の

を
見
つ
け
て
自
信
を
持
ち
、
足
り
な

い
も
の
を
補
お
う
と
努
力
す
る
こ
と

は
、
自
己
を
形
成
す
る
上
で
と
て
も

重
要
だ
か
ら
で
す
。

　

こ
の
答
申
を
も
と
に
、
教
育
委
員

会
が
各
小
学
校
区
で
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
地
域
の
実
態
や
判
断
を
み

ん
な
で
十
分
に
話
し
合
う
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て「
よ
り
良
い
教

育
環
境
」を
築
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
だ

と
思
い
ま
す
。

小谷 次雄　倉吉市学校教育審議会会長

「子どもたちにとって何がいいのか」を軸に

【地区説明会日程】

月 日（曜日） 時　間 ところ

４月 ２４日（火）午後７時３０分～９時 小鴨小学校

５月 １０日（木）午後７時３０分～９時 北谷小学校

１７日（木）午後７時３０分～９時 灘手小学校

２２日（火）午後７時３０分～９時 山守小学校

２９日（火）午後７時３０分～９時 上北条小学校

３１日（木）午後７時３０分～９時 成徳小学校

６月 ５日（火）午後７時３０分～９時 高城小学校

７月 ５日（木）午後７時３０分～９時 上小鴨小学校

１２日（木）午後７時３０分～９時 関金小学校

２４日（火）午後７時３０分～９時 河北小学校

２５日（水）午後７時３０分～９時 社小学校

３１日（火）午後７時３０分～９時 明倫小学校

８月 ７日（火）午後７時３０分～９時 西郷小学校

９日（木）午後７時３０分～９時 上灘小学校

※いずれの会場でも参加できます。

地
区
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

倉
吉
市
教
育
委
員
会
は
、
学
校
教
育
審
議
会
か
ら
の
答
申
に
つ
い

て
、
市
内
14
小
学
校
区
で
説
明
会
を
開
催
し
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
き
、
と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程
と
場
所

：

左
表
の
と
お
り

対
象
者

：

倉
吉
市
民（
保
護
者
、
地
域
住
民
な
ど
）

内　

容

：

・
答
申
に
つ
い
て
の
説
明

　
　
　
　

・
質
疑
、
意
見
交
換

た姿と中あいのの

重
要
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
答
申
を
も
と
に
、
教
育
委
員

会
が
各
小
学
校
区
で
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
地
域
の
実
態
や
判
断
を
み

ん
な
で
十
分
に
話
し
合
う
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て「
よ
り
良
い
教

育
環
境
」を
築
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
だ

と
思
い
ま
す
。

（7）平成 24.4




